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前
列
右
よ
り
堺
総
領
事
王
間
運
黄
自
元
王
先
謙

右
よ
り
三
人
目
金
谷
由
太
（
梅
暁
師
実
弟
）
五
人
目
水
野
梅

暁
、
六
人
目
松
崎
柔
甫

ｌ
明
治
四
十
二
年
十
二
月
十
五
日
Ｉ



梅
暁
先
生
と
相
知
う
て
か
ら
逝
去
さ
れ
る
三
で
．
私
の
接
鼎
二
・
Ｌ
期
間
に
茎
二
童
ｒ
逗
而
…
）
そ
の
頃
の
先
生
零
這
私
（
“
三
（
一
う
な
者

に
対
し
て
も
、
し
み
じ
み
と
語
る
時
間
が
あ
っ
た
。
暖
か
な
秋
の
日
、
ひ
ど
く
寒
い
冬
の
夜
、
先
生
と
向
い
合
っ
て
、
そ
の
若
い
日

の
思
い
出
を
、
数
時
間
も
う
か
ぎ
っ
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
も
一
度
や
二
度
で
は
な
か
っ
た
。

私
は
そ
の
お
話
を
言
い
よ
う
の
な
い
感
激
を
覚
え
な
が
ら
、
次
々
と
聞
い
て
い
て
、
時
々
私
の
感
想
を
申
し
上
げ
た
。
先
生
の
お

話
を
私
一
人
が
聞
い
て
い
て
は
勿
体
な
い
と
感
じ
た
の
で
、
懇
意
な
友
人
誰
彼
を
誘
っ
て
聞
い
た
こ
と
も
あ
る
。

或
日
私
は
先
生
に
言
っ
た
。
先
生
の
経
歴
や
見
聞
は
明
治
二
十
五
年
頃
か
ら
、
昭
和
二
十
年
ま
で
の
、
生
き
た
歴
史
で
す
。
中
国

と
日
本
と
の
外
交
の
襲
面
史
で
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。
仏
教
儒
教
道
教
を
も
包
含
し
た
、
文
化
交
流
の
実
絞
で
も
、
あ
り
ま
し
ょ
う
。

断
片
的
な
記
録
に
は
残
っ
て
い
て
も
、
一
貫
し
た
記
録
は
無
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
是
非
残
し
て
下
さ
い
。
と
。
先
生
は
「
そ
う

し
た
い
と
思
う
。
中
山
優
さ
ん
の
所
で
か
な
り
た
く
さ
ん
録
音
し
て
も
ら
っ
て
あ
る
。
」
と
言
わ
れ
た
。

そ
の
後
中
山
先
生
に
逢
っ
た
際
聞
い
て
み
る
と
、
鈴
木
文
史
朗
さ
ん
が
録
音
し
た
け
ど
、
「
テ
ー
プ
を
持
っ
て
行
っ
て
ど
う
な
っ

た
か
な
。
間
も
な
く
亡
く
な
ら
れ
た
か
ら
。
」
と
い
う
お
話
だ
っ
た
。

梅
暁
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
、
慈
恩
寺
の
密
葬
が
終
っ
た
時
、
そ
の
席
で
岡
部
長
景
先
生
、
平
沼
弥
太
郎
先
生
た
ち
と
、
後
の
こ
と

に
つ
い
て
お
話
が
出
た
折
に
、
私
は
梅
暁
先
生
の
一
代
記
が
作
ら
れ
た
ら
か
な
り
世
の
中
の
役
に
立
ち
ま
し
ょ
う
と
申
し
上
げ
た
。

諸
先
生
も
同
意
見
で
、
資
料
だ
け
で
も
早
急
に
集
め
て
お
き
た
い
と
の
事
だ
っ
た
。

序



各
方
面
に
思
い
出
の
原
稿
を
お
願
し
た
毎
、
資
料
蒐
集
に
着
手
…
）
た
の
は
《
そ
れ
か
ち
間
巻
な
。
く
の
事
で
一
雪
一
た
《
｜

こ
の
本
に
掲
載
さ
せ
て
戴
い
た
の
は
そ
の
時
す
ぐ
御
執
筆
下
さ
っ
た
も
の
だ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
後
私
の
力
で
は
ど
う
に
も
な
ら

な
く
な
っ
た
。
私
の
非
才
と
調
査
能
力
の
欠
除
が
根
本
で
あ
る
が
、
梅
暁
先
生
生
前
の
知
己
が
、
次
々
と
他
界
さ
れ
て
、
先
生
と
接

す
る
期
間
の
少
な
か
っ
た
私
に
は
、
手
の
施
し
よ
う
が
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

資
料
だ
け
集
め
て
お
い
て
、
ど
な
た
か
適
当
な
方
に
お
願
い
し
た
い
と
思
い
な
が
ら
も
、
そ
の
資
料
す
ら
集
ら
ず
、
佳
蒋
日
を
空

だ
が
戴
い
て
あ
る
諸
先
生
の
思
い
出
の
原
稿
は
、
私
の
頭
か
ら
離
れ
ず
、
二
十
有
余
年
過
ぎ
て
、
今
そ
れ
だ
け
で
も
印
刷
し
て
公

表
し
た
い
と
い
う
気
持
に
駆
ら
れ
、
不
本
意
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
こ
の
本
に
し
た
次
第
で
あ
る
。

当
畑
眼
の
士
が
あ
っ
て
、
更
に
時
間
を
か
け
て
下
さ
る
な
ら
ば
、
埼
玉
県
名
栗
村
の
鳥
居
観
音
文
庫
に
は
、
先
生
の
遺
品
と
支
那

時
報
全
巻
が
保
存
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
辿
り
こ
れ
を
取
捨
し
、
そ
の
背
後
に
あ
る
も
の
を
察
す
る
な
ら
ば
、
偉
人
水
野
梅
暁

先
生
の
全
貌
を
捉
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
う
。

そ
う
い
う
篤
志
家
の
出
現
を
期
待
し
て
巳
ま
な
い
。
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旧
福
山
藩
士
金
谷
俊
二
．
一
息
一
の
四
男
と
蔦
二
箭
一
明
治
十
一
年
一
月
二
日
福
山
市
東
町
に
出
生
｛
］
幼
名
を
善
吉
と
称
し
一
後
福
山
藩

士
に
て
出
家
せ
る
法
雲
寺
住
職
水
野
桂
巌
の
養
子
と
な
り
、
大
正
四
年
家
督
を
継
ぐ
。
十
三
歳
に
て
出
家
し
、
哲
学
館
（
東
洋
大
学

前
身
）
に
一
時
籍
を
置
き
勉
学
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
後
、
京
都
大
徳
寺
高
桐
院
高
見
祖
厚
居
士
に
就
い
て
修
業
、
次
い
で
根
津
一

氏
の
知
遇
を
得
、
伴
わ
れ
て
上
海
東
亜
同
文
書
院
に
学
ぶ
。
業
を
卒
え
る
や
、
曹
洞
宗
開
教
師
と
な
り
、
明
治
三
十
八
年
、
湖
南
省

長
沙
に
僧
学
堂
を
開
設
し
て
布
教
に
従
事
し
た
。
明
治
四
十
二
、
三
年
の
頃
、
松
崎
鶴
雄
氏
号
柔
術
、
塩
谷
温
号
節
山
博
士
等
に
長

沙
留
学
を
勧
め
、
松
崎
氏
は
王
閏
運
の
門
に
入
り
、
説
文
学
其
他
を
、
塩
谷
博
士
は
葉
徳
輝
に
就
て
元
曲
を
専
攻
し
た
と
云
う
。
そ

の
後
、
大
谷
光
瑞
師
の
知
遇
を
得
て
、
本
派
本
願
寺
に
転
じ
て
中
国
研
究
に
従
事
、
中
国
布
教
権
問
題
を
始
め
、
日
支
仏
教
徒
の
親

善
連
絡
に
尽
す
所
が
紗
く
な
か
っ
た
。
こ
の
間
、
光
瑞
師
の
侍
者
と
し
て
遠
く
瓜
睦
を
初
め
剛
印
各
地
を
遊
歴
し
た
こ
と
も
あ
っ

た
。
大
正
三
年
東
方
通
信
社
の
設
立
さ
れ
る
や
、
そ
の
調
査
部
長
と
し
て
「
支
那
時
事
」
誌
を
主
宰
し
た
。
大
正
十
二
年
関
東
大
震

災
に
よ
り
東
方
通
信
社
の
事
業
縮
少
に
伴
い
、
日
華
実
業
協
会
、
外
務
省
等
の
援
助
を
得
て
、
大
正
十
三
年
十
月
支
那
時
報
社
を
創

立
し
、
専
ら
中
国
の
時
事
問
題
を
取
扱
っ
た
専
問
誌
を
発
行
し
、
一
般
官
桶
、
商
工
会
議
所
等
に
調
査
資
料
を
提
供
し
た
‐
同
十
四

年
秋
、
日
華
仏
教
徒
を
中
心
と
し
た
東
亜
仏
教
大
会
が
東
京
芝
の
増
上
寺
に
開
催
さ
れ
る
や
、
日
華
仏
教
聯
絡
委
員
に
推
挙
せ
ら

れ
、
翌
年
秋
に
は
京
都
東
福
寺
派
管
長
尾
関
本
孝
師
を
団
長
と
し
、
日
本
仏
教
各
宗
幹
部
を
網
羅
し
た
日
本
仏
教
徒
訪
華
視
察
団
を

組
織
し
、
中
国
南
北
各
地
を
歴
訪
し
て
、
中
国
仏
教
徒
と
の
親
善
交
職
に
斡
旋
す
る
所
が
あ
っ
た
。
満
洲
国
の
建
国
に
伴
い
日
満
文

水

野
梅
《
暁

師

略

歴
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一
二
皿
挫
器
畢
群
一
畢
審
一
（
諺
一
合
一
唖
〉
〈
一
売
一
謹
一
凸
一
群
幸
二
】
箸
》
一
一
一
牢
＆
一
三
一
密
密
画
ロ
・
ロ
》
一
率
。
幸
一
・

終
戦
后
は
玄
笑
法
師
霊
骨
塔
建
立
の
為
め
日
本
各
地
を
遊
説
し
、
遂
に
埼
玉
県
慈
恩
寺
に
建
立
の
悲
願
を
達
成
し
た
。
こ
の
間
、

一
時
引
揚
援
護
局
の
参
与
に
任
じ
た
こ
と
も
あ
る
。

昭
和
二
十
四
年
十
一
月
廿
一
日
、
慈
恩
寺
に
於
て
示
寂
し
た
。
亨
年
七
十
四
才
。
鶴
見
総
持
寺
の
壁
域
に
葬
り
、
埼
玉
県
名
栗
村

鳥
居
観
音
及
び
福
井
市
に
分
骨
す
る
。

編
著
書
の
主
な
る
も
の
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
支
那
の
変
局
（
大
正
十
年
東
方
通
信
社
刊
）

一
、
東
亜
仏
教
大
会
記
要
（
大
正
十
五
年
日
本
仏
教
聯
合
会
刊
）

一
、
日
本
仏
教
徒
訪
華
要
録
（
昭
和
三
年
日
本
仏
教
聯
合
会
刊
）

一
支
那
の
変
局
（

一
、
東
亜
仏
教
大
会

一
、
日
本
仏
教
徒
訪

一
、
支
那
時
報
叢
書

第
一
輯
支
那
仏
教
近
世
史
の
研
究
（
大
正
十
四
年
支
那
時
報
社
刊
）

第
二
輯
支
那
仏
教
の
現
状
に
就
い
て
（
大
正
十
四
年
支
那
時
報
社
刊
）

第
三
嘱
西
蔵
仏
教
及
英
蔵
関
係
（
大
正
十
五
年
）

第
四
輯
支
那
に
於
け
る
新
宗
教
の
設
立
運
動
（
昭
和
二
年
）

第
五
輯
蒙
古
来
襲
と
一
山
国
師
の
帰
化
（
昭
和
三
年
）

第
六
輯
日
支
交
通
の
資
料
的
考
察
㈲
（
日
韓
交
通
篇
）
（
昭
和
四
年
支
那
時
報
社
刊
）



第
七
輯
″
目
（
附
唐
交
通
篇
）
（
昭
和
五
年
支
那
時
報
社
刊
）

第
八
輯
〃

㈲
（
附
唐
文
化
移
入
篇
）
（
昭
和
六
年
）

第
九
輯
″
側
（
平
安
朝
の
文
化
発
達
篇
）
（
昭
和
八
年
）

第
十
輯
〃

脚
（
日
本
文
化
大
成
篇
）
（
昭
和
十
一
年
）

一
、
満
洲
文
化
を
語
る
（
昭
和
十
年
支
那
時
報
社
刊
）

一
、
東
方
文
化
の
復
興
（
昭
和
八
年
十
二
月
同
）



船
底
を
ぼ
と
ん
ノ
Ｉ
１
と
打
つ
波
の
音
が
聞
え
て
く
る
。
き
ち
ノ
、
１
と
い
ふ
や
う
な
高
い
音
が
、
時
々
ぶ
き
み
に
鳴
っ
て
く
る
。

と
こ
ろ
は
南
清
湖
南
省
長
沙
の
湘
江
の
岸
、
時
は
明
治
三
十
六
年
十
二
月
の
夜
、
自
分
ら
は
民
船
で
船
が
か
り
を
し
て
を
る
の
で

あ
る
。
さ
き
ほ
ど
か
ら
気
に
な
っ
て
ゐ
る
ぶ
き
み
な
音
は
、
自
分
ら
の
船
を
警
護
す
る
た
め
に
、
長
沙
府
か
ら
派
出
さ
れ
た
舟
が
、

竹
の
拍
子
木
を
撃
ち
撃
ち
、
我
々
の
船
の
ま
は
り
を
遠
ま
は
り
に
ま
は
る
音
で
あ
っ
た
。

わ
が
国
の
幕
府
時
代
の
薩
藩
が
、
他
国
の
人
を
入
れ
な
か
っ
た
や
う
に
、
長
沙
も
、
外
国
人
を
入
れ
ぬ
方
針
の
時
代
で
あ
っ
た
。

従
っ
て
、
日
本
人
が
長
沙
を
ぉ
と
づ
れ
た
の
は
、
ま
だ
百
人
に
も
み
た
ぬ
と
の
こ
と
Ｉ
‐
そ
ん
な
気
持
が
、
一
種
の
緊
張
感
と
な
っ

て
、
旅
情
は
一
層
濃
く
な
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
民
船
の
船
室
の
中
の
談
話
室
と
も
い
ふ
べ
き
狭
い
部
屋
、
自
分
を
東
道
し
て
く
れ
ら
れ
た
当
時
の
大
同
汽
船
会
社
の
子
雲
白

岩
君
と
当
時
の
大
阪
商
船
会
社
上
海
支
店
長
の
堀
啓
次
郎
君
と
、
自
分
と
の
三
人
が
対
座
し
て
ゐ
る
客
は
、
去
年
か
ら
城
内
の
開
福

寺
に
来
て
を
る
と
い
ふ
唯
一
の
日
本
人
僧
水
野
梅
暁
師
で
あ
る
。
明
日
訪
ふ
べ
き
巡
撫
遁
爾
巽
氏
の
都
合
に
つ
い
て
打
合
せ
が
す
む

と
、
後
は
梅
暁
師
が
切
々
と
し
て
語
ら
れ
る
東
亜
の
経
諭
談
と
な
っ
た
。
答
へ
て
語
る
子
雲
君
も
同
じ
く
談
論
風
発
の
論
客
で
、
堀

君
と
自
分
と
は
専
ら
聴
き
手
で
あ
っ
た
。
時
は
日
露
の
風
雲
が
急
を
告
げ
つ
つ
あ
り
、
処
は
秘
境
と
も
い
ふ
べ
き
長
沙
府
外
で
あ

る
。
人
は
湖
南
奥
地
に
仏
法
を
究
め
て
を
る
志
士
的
な
僧
ｌ
景
情
ま
こ
と
に
相
適
っ
て
、
一
種
沈
痛
の
気
が
座
に
満
ち
て
ゐ
た
の
で

梅
暁
師

の
思
ひ
出

佐
々

木

信

綱



折
か
ら
先
刻
の
警
備
船
が
近
つ
い
て
来
て
、
城
門
の
門
限
の
時
間
が
迫
（
》
た
こ
と
を
告
げ
た
》
梅
暁
師
は
明
晩
を
期
し
て
離
船

し
て
ゆ
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
印
象
的
な
初
対
面
は
、
い
つ
ま
で
も
忘
れ
が
た
い
．

そ
れ
．
か
ら
二
十
余
年
の
後
、
京
都
で
の
会
や
、
東
京
で
の
九
条
武
子
夫
人
追
悼
会
な
ど
で
同
席
し
て
、
長
沙
の
そ
の
か
み
を
語
り

か
は
し
た
が
、
こ
の
数
年
を
熱
海
西
山
の
凌
寒
荘
に
こ
も
っ
て
執
筆
生
活
に
専
念
し
て
を
る
自
分
の
も
と
に
、
一
昨
年
の
四
月
某

日
、
突
然
来
訪
せ
ら
れ
た
。
聞
け
ば
、
玄
笑
三
蔵
霊
骨
塔
を
建
立
さ
れ
る
の
で
、
三
島
へ
来
ら
れ
た
帰
途
と
の
こ
と
、
折
よ
く
来
あ

は
せ
て
ゐ
た
林
大
君
を
交
へ
、
林
君
が
故
古
渓
翁
の
令
息
で
漢
詩
に
も
長
じ
て
を
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
鼎
談
は
時
の
移
る
の
も
知
ら

ぬ
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
別
れ
ぎ
は
に
、
凌
寒
荘
の
主
人
西
奈
民
平
君
か
ら
あ
づ
か
っ
て
ゐ
る
書
画
帖
に
染
筆
を
乞
う
た
と
こ
ろ
、
こ
こ

ろ
よ
く
し
る
さ
れ
た
の
が
次
の
詩
で
あ
っ
た
。

日
没
平
沙
不
見
山
月
流
水
底
響
潅
々

秀
人
誰
識
箇
中
楽
一
葉
扇
舟
天
地
間

昭
和
巳
丑
新
春
録
醤
作
冬
過
洞
庭
之
吟

こ
の
詩
か
ら
ま
た
話
が
ほ
ぐ
れ
て
、
南
清
の
風
物
を
語
る
話
題
は
、
い
つ
尽
き
よ
う
と
も
恩
は
れ
ぬ
程
で
あ
っ
た
。

な
お
こ
の
折
、
正
倉
院
聖
語
蔵
の
階
経
の
う
ち
の
数
種
に
つ
き
、
自
分
が
允
許
を
象
っ
て
印
行
し
た
「
階
経
」
と
い
ふ
大
形
の
冊

子
を
示
し
た
に
、
三
蔵
に
縁
の
あ
る
法
師
の
後
語
が
あ
る
の
で
、
師
は
実
に
珍
ら
し
い
も
の
を
見
る
こ
と
を
得
た
と
喜
ば
れ
、
慈
恩

寺
の
図
書
室
に
寄
贈
し
た
い
と
携
へ
帰
ら
れ
た
。



こ
の
楽
し
↓
清
談
が
師
と
の
最
後
と
な
（
》
た
。
慈
恩
寺
塔
成
ら
ざ
る
に
梅
暁
師
逝
き
再
び
君
の
快
諭
を
傾
聴
す
る
時
は
来
な

い
。
つ
き
せ
ぬ
追
悼
の
思
を
短
い
文
に
托
し
た
次
第
で
あ
る
。



水
野
梅
暁
君
は
自
分
に
と
っ
て
は
実
に
無
二
の
兄
友
で
あ
（
》
た
。
日
華
両
民
族
の
文
化
交
流
に
つ
い
て
同
君
の
よ
う
に
実
際
的

に
深
く
研
究
し
、
且
つ
実
行
力
の
強
い
人
は
稀
で
あ
る
く

昭
和
の
初
め
に
君
と
熱
河
の
承
徳
に
遊
ん
だ
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
時
の
話
で
あ
る
。

同
君
は
各
地
を
旅
行
す
る
と
き
に
は
、
必
ず
そ
の
地
の
府
志
と
か
県
志
と
か
を
熟
読
し
て
、
地
勢
か
ら
歴
史
、
文
化
、
人
物
其
他

各
般
の
事
情
に
つ
い
て
、
精
し
い
予
備
知
識
を
持
っ
て
乗
込
む
の
で
、
知
府
や
ら
有
識
老
文
化
人
等
を
訪
ね
る
と
、
一
見
旧
知
の
如

く
、
到
る
処
で
歓
待
を
受
け
ら
れ
た
。

同
君
が
錘
に
承
徳
を
訪
ね
た
と
き
、
例
の
通
り
府
志
を
研
究
し
て
行
か
れ
た
が
、
同
地
に
は
有
名
な
古
銅
器
の
あ
る
こ
と
を
知

り
、
入
府
後
諸
方
を
尋
ね
廻
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
同
地
で
も
非
常
に
大
切
に
秘
蔵
さ
れ
て
い
る
名
器
で
、
故
老
七
人
で
夫
れ
ぞ
れ

鍵
を
保
管
し
て
居
る
の
で
、
容
易
に
他
見
は
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
同
君
は
余
り
に
事
情
に
精
通
し
て
居
ら
る
弾
の
み
な
ら

ず
、
そ
の
熱
心
さ
に
は
流
石
の
有
力
者
連
も
感
激
し
て
、
遂
に
七
つ
の
鍵
を
集
め
て
そ
の
名
宝
を
出
し
て
く
れ
、
心
行
く
ま
で
に
鑑

賞
さ
し
て
も
ら
っ
た
と
述
懐
し
て
居
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
単
に
一
例
に
過
ぎ
な
い
が
、
外
国
人
と
し
て
は
、
実
に
空
前
の
こ

梅
暁
君
を
憶
う

部

長
景



同
君
の
支
那
語
は
流
暢
と
↓
う
わ
吟
で
は
な
も
が
地
を
行
く
四
十
年
の
体
験
に
よ
り
意
思
の
疎
通
に
は
事
を
欠
く
こ
と
な

く
、
学
者
の
机
上
の
研
究
と
は
趣
を
異
に
し
、
所
謂
文
を
以
て
友
を
会
す
る
の
で
あ
っ
て
、
多
数
の
碩
学
、
文
人
、
名
僧
は
勿
論
、

政
治
界
、
経
済
界
の
名
士
と
親
交
を
結
ん
だ
の
で
あ
る
。

水
野
君
と
は
北
支
及
満
洲
方
面
の
旅
行
に
、
数
回
行
を
共
に
し
た
が
、
そ
の
豊
富
な
知
識
は
随
処
に
流
露
し
て
、
あ
れ
程
興
味
浸

々
た
る
旅
行
を
し
た
事
は
な
い
。
お
蔭
で
啓
発
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
勘
か
ら
ず
、
日
華
文
化
提
携
の
理
想
実
現
に
多
大
な
る
稗
益
を
被

っ
た
こ
と
は
、
今
尚
感
銘
に
堪
え
ぬ
次
第
で
あ
る
。

同
君
は
よ
く
余
に
対
し
て
「
ど
う
も
お
互
の
考
え
は
あ
ま
り
進
み
過
ぎ
て
居
る
の
で
今
日
の
実
社
会
に
は
適
応
し
な
い
」
と
糠
慨

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
確
か
に
同
君
の
抱
負
を
実
現
し
得
た
な
ら
ば
、
日
華
両
国
国
交
上
の
潤
滑
油
と
な
っ
て
、
両
国
の
間
に
大
衝

突
を
醸
す
よ
う
な
こ
と
は
な
く
、
未
然
に
之
を
阻
止
し
得
た
こ
と
ｈ
、
自
分
は
確
信
し
て
疑
は
な
い
の
で
あ
る
。

同
君
の
飴
し
た
大
小
の
遺
業
は
枚
挙
に
違
が
な
い
が
、
そ
の
最
後
を
飾
る
も
の
は
差
し
玄
芙
三
蔵
の
頂
骨
奉
戴
の
問
題
で
あ
ろ

う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
自
分
も
関
与
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
か
ら
、
髪
に
紙
面
を
割
い
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
よ
う
。

玄
美
三
蔵
の
頂
骨
が
高
森
部
隊
に
よ
っ
て
南
京
に
発
見
さ
れ
、
南
京
政
府
よ
り
そ
の
分
骨
を
我
が
仏
教
聯
合
会
に
寄
贈
さ
れ
、
水

野
君
が
そ
の
奉
戴
使
節
の
一
員
と
し
て
彼
地
に
赴
か
れ
た
当
時
の
事
情
は
、
ま
た
他
方
よ
り
述
べ
ら
れ
る
こ
と
と
思
う
て
こ
こ
に
は

間
↓
た
挿
話
幸
い
あ
る
が
同
博
圭
が
天
童
山
を
訪
も
寺
僧
と
種
々
筆
談
さ
れ
た
時
一
嘗
て
日
本
画
僧
雪
舟
遊
学
し
た
る
こ
と
あ

り
や
」
と
問
わ
れ
た
と
こ
ろ
、
寺
僧
の
答
え
に
「
我
雪
舟
を
知
ら
ず
、
日
人
水
野
梅
暁
来
遊
し
た
る
こ
と
あ
り
」
と
書
い
た
そ
う
で

告
罷
》
一
幸
」

傘
の
ス
句
。



省
略
す
る
が
、
日
本
に
捧
持
し
て
帰
っ
て
来
ら
れ
て
か
ら
は
、
戦
時
下
寓
一
の
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
と
、
同
君
は
諸
所
に
転
々

疎
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
最
後
に
埼
玉
県
南
埼
玉
郡
慈
恩
寺
村
（
現
在
岩
槻
市
慈
恩
寺
町
）
の
慈
恩
寺
が
、
三
蔵
の
帰
国
後
建
立

さ
れ
た
中
国
長
安
の
慈
恩
寺
と
、
多
少
の
縁
故
も
あ
る
の
で
、
こ
ち
に
奉
安
す
る
こ
と
に
決
し
、
奉
納
霊
塔
の
建
設
に
東
奔
西
走

し
、
先
づ
根
津
美
術
館
よ
り
、
六
十
二
尺
の
十
三
層
の
大
石
塔
の
寄
贈
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

然
る
に
終
戦
後
未
だ
日
も
浅
き
折
柄
、
こ
の
大
石
材
を
埼
玉
の
辺
伽
の
地
に
輸
送
す
る
こ
と
す
ら
仲
々
難
事
で
あ
る
が
、
同
君
の

誠
意
は
遂
げ
ら
れ
、
大
工
事
実
現
の
計
は
確
立
し
、
昭
和
二
十
四
年
十
月
十
日
定
礎
式
を
厳
修
す
る
運
び
と
な
っ
た
。

斯
く
の
如
き
時
代
離
れ
の
し
た
大
工
事
を
こ
こ
ま
で
漕
ぎ
つ
け
た
、
そ
の
精
神
と
努
力
は
、
到
底
凡
人
の
夢
想
だ
も
能
く
せ
ざ
る

と
こ
ろ
で
、
仏
陀
の
冥
助
と
い
う
も
伽
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
同
君
は
こ
の
霊
骨
塔
を
中
心
と
し
て
、
宝
物
館
、
仏
教
図
書
館
等
を
も
附

帯
さ
せ
、
仏
教
に
よ
る
日
華
文
化
の
交
流
、
平
和
提
携
の
中
核
と
な
さ
ん
と
の
遠
大
な
企
図
を
持
っ
て
お
ら
れ
た
が
、
兎
に
角
そ
の

中
心
を
な
す
玄
装
三
蔵
頂
骨
奉
納
の
雛
塔
建
設
に
着
手
し
得
た
の
で
、
同
君
は
「
こ
れ
で
自
分
の
事
業
は
成
功
し
た
」
と
大
満
悦
で

然
し
同
君
の
創
意
は
こ
巡
舎
に
止
ま
ら
ず
一
此
期
に
及
ん
で
患
筈
更
に
奇
想
天
外
な
着
想
か
あ
兵
．
喧
恰
も
同
年
十
庭
一
二
：
二
日
名
古

屋
の
日
泰
寺
に
於
て
、
仏
舎
利
奉
裁
の
五
十
年
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
同
君
は
三
蔵
の
頂
骨
が
慈
恩
寺

の
宝
塔
に
安
置
さ
れ
て
し
ま
う
前
に
、
一
度
此
の
仏
舎
利
に
御
対
面
を
さ
せ
て
上
げ
な
い
と
、
再
び
機
会
は
来
ら
ず
、
今
は
千
減
一

遇
の
好
機
で
あ
る
か
ら
と
て
、
自
ら
名
古
屋
に
赴
い
て
関
係
各
方
面
と
連
絡
を
と
ら
れ
た
が
、
殊
に
在
留
華
僑
等
は
狂
喜
し
て
賛
成

さ
れ
、
又
動
物
園
と
も
交
渉
し
て
帰
ら
れ
た
。



愈
々
期
日
に
至
っ
て
同
君
は
慈
恩
寺
住
職
大
島
見
道
師
と
同
道
』
水
晶
の
念
に
納
め
た
霊
骨
を
捧
持
し
て
廿
一
日
名
古
屋
に
到

着
さ
れ
た
。
日
華
関
係
者
の
奉
迎
の
裡
に
、
霊
骨
は
華
僑
会
館
に
奉
安
し
一
夜
を
過
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

同
君
の
話
に
よ
れ
ば
、
同
夜
の
歓
待
は
同
君
と
雌
も
嘗
て
経
験
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
位
善
美
を
尽
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。

華
僑
連
が
如
何
に
此
の
挙
を
喜
ん
だ
か
は
こ
の
一
事
を
以
て
察
す
る
に
余
り
が
あ
っ
て
、
水
野
君
の
企
図
が
如
何
に
適
切
で
あ
る
か

は
、
今
更
喋
々
を
要
さ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

当
日
は
畿
骨
を
奉
遷
す
る
に
自
動
車
を
以
て
し
て
は
平
凡
に
過
ぐ
る
の
で
、
同
君
は
三
蔵
が
印
度
に
入
ら
れ
た
当
時
の
情
景
を
追

想
し
て
、
象
背
に
座
乗
し
て
日
泰
寺
に
捧
持
す
る
の
が
最
も
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
ら
れ
、
鍵
に
交
渉
し
て
あ
っ
た
よ
う
に
、
東
山
動

物
園
か
ら
二
頭
の
象
を
借
り
受
け
て
、
七
十
四
才
の
老
先
生
が
象
背
に
略
ら
れ
な
が
ら
、
固
く
な
っ
て
名
古
屋
の
町
を
練
り
歩
き
、

数
十
万
の
観
衆
は
合
掌
歓
喜
し
て
之
を
奉
送
し
た
の
で
あ
っ
た
。

仏
舎
利
と
玄
奨
三
蔵
の
霊
骨
と
の
対
面
は
、
蓋
し
空
前
の
感
事
で
あ
り
、
恐
ら
く
絶
後
と
い
う
て
も
よ
か
ろ
う
。
而
か
も
水
野
君

が
象
背
に
て
之
を
奉
行
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
観
衆
は
終
戦
後
初
め
て
の
人
出
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

名
古
屋
の
式
典
が
終
ｈ
、
同
夜
は
そ
の
ま
掻
日
泰
寺
に
過
さ
れ
、
愈
々
翌
日
帰
京
の
途
に
就
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
埼
玉
在

の
慈
恩
寺
迄
を
一
日
の
行
程
と
し
て
は
過
度
に
失
す
る
の
み
な
ら
ず
（
当
時
ま
だ
新
幹
線
は
通
じ
て
い
な
い
）
同
君
は
予
て
自
分
の

三
津
の
別
任
よ
り
眺
め
る
富
士
の
霊
姿
に
深
き
感
興
を
懐
か
れ
て
居
っ
た
の
で
、
帰
東
の
途
次
拙
宅
東
漏
荘
に
一
泊
さ
れ
、
旅
の
疲

れ
を
医
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

三
蔵
の
霊
骨
を
拙
荘
に
お
迎
へ
す
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
実
に
夢
想
だ
も
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
此
の
奇
縁
に
よ
る
感
銘














































































































































































































































































































